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審 議 結 果 一 覧 平成30年第２回６月定例会

６
月
定
例
会

議決結果件　　名議案番号 付託委員会

全会一致可決

全会一致承認

〃

〃

全会一致可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

総務企画委員会

―

―

―

総務企画委員会

〃

〃

福祉文教委員会

〃

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

第39号議案

第40号議案

第41号議案

第42号議案

第43号議案

第44号議案

第45号議案

第46号議案

第47号議案

第48号議案

第49号議案

第50号議案

第51号議案

第52号議案

第53号議案

第54号議案

第55号議案

第56号議案

第57号議案

大野城市総合計画の基本構想について

専決処分した事件の承認について（大野城市税条例の一部を改正

する条例）

専決処分した事件の承認について（大野城市都市計画税条例の

一部を改正する条例）

専決処分した事件の承認について（大野城市国民健康保険税条

例等の一部を改正する条例）

大野城市法令遵守等の推進に関する条例の制定について

大野城職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定

について

大野城市税条例等の一部を改正する条例の制定について

大野城市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例の制定について

大野城市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

福岡都市圏広域行政推進協議会規約の一部変更に関する協議に

ついて

福岡都市圏広域行政事業組合規約の一部変更に関する協議について

筑紫公平委員会設置規約の一部変更に関する協議について

筑紫自治振興組合規約の一部変更に関する協議について

福岡都市圏の市町の図書館等を相互に他の市町の住民の貸出利

用に供することの一部変更に関する協議について

福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議に

ついて

筑紫地区介護認定審査会の共同設置に関する規約の一部変更に

関する協議について

筑紫地区障害支援区分等審査会の共同設置に関する規約の一部

変更に関する協議について

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合規約の変更について

春日・大野城・那珂川消防組合規約の一部変更に関する協議について

平成30年６月定例会を

　　　　 ６月1日(金)から６月18日(月)まで開催

26の案件を審議し、全て可決・承認。報告が７件。

11名の議員が一般質問。
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第65号議案 ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ー ◯◯ ◯ ◯◯

（◯：賛成、●：反対、ー：議長は表決に加わらないため）

賛否の分かれた議案

会派名 改革フォーラム 自民大野城 自民まどか 公明党 会派に所属し
ていない議員

議員氏名

松
下
　
真
一

清
水
　
純
子

大
塚
　
み
ど
り

河
村
　
康
之

白
石
　
重
成

井
上
　
正
則

関
井
　
利
夫

中
村
　
真
一

森
　
　
和
也

髙
山
　
や
す
子

田
中
　
健
一

平
井
　
信
太
郎

井
福
　
大
昌

天
野
　
嘉
久
孝

山
上
　
高
昭

松
﨑
　
百
合
子

福
澤
　
信
光

松
田
　
美
由
紀

関
岡
　
俊
実

松
﨑
　
正
和

－ 陳 情 関 係 －（全議員に写しを配布）

「給与所得等に係る市町村民税・道府県民税特別徴収税額の決定・変更通知書（特別徴収義務
者用）」マイナンバー記載の中止を求める陳情書

陳情第3号

議決結果件　　名議案番号 付託委員会

全会一致可決

〃

〃

〃

全会一致同意

全会一致承認

〃

賛成多数 可決

（賛成18・反対1）

報告

〃

〃

〃

〃

〃

〃

―

―

都市環境委員会

〃

―

―

―

予算委員会

―

―

―

―

―

―

―

第58号議案

第59号議案

第60号議案

第61号議案

第62号議案

第63号議案

第64号議案

第65号議案

報告第２号

報告第３号

報告第４号

報告第５号

報告第６号

報告第７号

最 終 報 告

福岡都市圏南部環境事業組合規約の一部変更に関する協議について

福岡都市圏の市町のスポーツ施設等を相互に他の市町の住民の

利用に供することの一部変更に関する協議について

市道路線の認定について

財産の取得について

大野城市教育委員会教育長の任命について

専決処分した事件の承認について（公用車の交通事故による損害

賠償の額の決定及び和解について）

専決処分した事件の承認について（公用車の交通事故による損害

賠償の額の決定及び和解について）

平成30年度大野城市一般会計補正予算（第２号）について

平成29年度大野城市一般会計予算繰越明許費繰越計算書について

平成30年度大野城市土地開発公社の予算について

平成30年度公益財団法人大野城まどかぴあの予算について

平成30年度公益財団法人おおのじょう緑のトラスト協会の予算に

ついて

平成30年度公益財団法人大野城市体育協会の予算について

専決処分の報告について（公用車の交通事故による損害賠償の額

の決定及び和解について）

シビックゾーン構想調査特別委員会
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委員会報告委員会報告

Ｑ　議会基本条例に基づいた初めての基本構想の
提案であるが、今後の基本計画策定までのスケ
ジュールは
Ａ　先ず６月中に、人口の推計・土地利用・政策
体系の整理などをおこなう。その後、夏を目途に
基本計画の骨子をつくり、それを基に中学生を対
象にしたワークショップを、また、コミュニティ
別にワークショップを実施し、それらの意見を踏
まえて、平成31年３月までに総合計画を策定す
る。

Ｑ　政策テーマのイメージ画に使われている障が
い者アートのメンバーの絵については
Ａ　４名の方にそれぞれの技法で表現していただ
いた。イメージ画の下には、名前と作品名と説明
を入れている。また、基本構想の最後のページに
は、障がい者アートの説明や、それを使用してい
る意図を載せている。

第 39号議案
「大野城市総合計画の基本構想について」

Ｑ　条例制定の背景は
Ａ　公益通報制度については、平成29年7月に「公
益通報者保護法を踏まえた地方公共団体の通報対
応に関するガイドライン」が公表され、地方自治
体には適切な制度の整備を図ることが求められて
いる。本市としては法令遵守等の姿勢を強く打ち
出すために条例化するもの。

Ｑ　運用状況はどのように公表するのか
Ａ　概要を市のホームページで、詳細の資料を行
政資料室で公開する。公表内容は、法令遵守・公
益通報等に関する研修の実施状況、公益通報の状
況と事案の概要、不当要求行為等への対応の状
況・事案の概要・件数などである。

Ｑ　過去の不当要求事案は
Ａ　平成15年以降2件ある。近年は、県や市の暴力
団排除条例などにより、暴力団関係のような不当
要求は減ってきている。

第 43号議案
「大野城市法令遵守等の推進に関する条例の
制定について」

Ｑ　各学校別の学童数、要配慮の児童の数、支援
員の数は
Ａ　４月末で全学童合わせて1044人。その内訳は
大野学童が191人、大野南学童が144人、大野北学
童が83人、大野東学童が100人、大利学童が144
人、下大利学童が54人、御笠の森学童が45人、平
野学童が106人、大城学童が85人、月の浦学童が92
人。
また、加配が必要な児童が全体で14名、支援員数
は平均的な日で、支援員全員で62名が勤務してい
る。

Ｑ　支援員の年齢制限はあるか
Ａ　年齢制限はない。

Ｑ　条例改正前の資格を有する者と改正後の免許
状を有する者との違いは
Ａ　資格を有する者は、教員の免許更新制度があ
り、更新する必要があるのかが不明確なところが
あった。
今回免許を持っていれば支援員の対象になる。

Ｑ　支援員と補助員の配置割合は
Ａ　１クラスに支援員が必ず1人は入る必要があ
り、最低半分は支援員が配置されている。

第 46号議案
「大野城市放課後児童健全育成事業の設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例の制定について」

～主　な　審　査　内　容～

総 務 企 画 委 員 会

福 祉 文 教 委 員 会
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予 算 委 員 会

第60号議案
「市道路線の認定について」

Ｑ　都市計画法上の４号道路は幅員４メートル以

上。下大利 1794 号線は歩行者専用道路で幅員３

メートル。４メートル以上が基準なのに３メート

ルで道路として認定ができるのか

Ａ　都市計画法上の幅員４メートルとは、建築時の
適正な道路の幅である。道路としては、４メートル
なくても道路としてみなすことはできる。今回の歩
行者専用道路を３メートルで認定することは何ら問
題ない。

Ｑ　下大利歩行者専用道路の終点付近において、

３メートルの歩行者専用道路は西鉄側の法面を整

備するのか。整備すると大野城市の一番南側にな

る。水城跡へのアクセスは太宰府市になるが、太

宰府側との協議は、今後どうしていくのか

Ａ　現在の西鉄軌道敷の法面部に３メートルの幅員
の歩行者専用道路をつくるが、水城跡との連結は歩
行者専用道路も含め、大野城トレイル整備の中で
都市計画課が県や太宰府市と協議を進めていく。

第 61号議案
「財産の取得について」
（コミュニティバスまどか号の運行に使用する車両
を取得するもの）

Ｑ　新車種は旧車種と違い車内の荷物置き場が無

くなったとか、狭くなったなどの市民からの意見

が出ているが、その理由は何か

Ａ　排ガス規制の規定が厳しくなり、排気ガス排出
量を低減するための機器を取り付けるための改造が
なされたため、車内の有効面積が減ったもの。

Ｑ　コミュニティバスの車両は、高齢者に配慮し

たノンステップバスが「日野ポンチョ」しかない

ということだが、価格協議はできているのか

Ａ　価格協議はきちんと行っている。今回の購入価
格が前回の購入価格より上がった理由は、排ガス規
制による改造とオートマチック車のみの販売となっ
たことから価格が上がったもの。

第 65号議案
「平成 30年度大野城市一般会計補正予算（第
２号）について」
歳入歳出予算の総額にそれぞれ 5761 万
7000 円を増額
補正後の歳入歳出予算の総額を 345 億
2465 万 7000 円とするもの

Ｑ　今回、初めて公益通報や不当要求行為等に関

する調査・審査を行う法令遵守等推進審査会関連

の費用が追加されたが、今まではどういう対応を

していたのか

Ａ　これまでは公益通報等に関しては要綱を定め、
総務課人事担当で対応していたが、これからは審査
会を設け、しっかりとした態勢で調査・審査を行い、
適切に対応するためである。

Ｑ　都市計画道路・白木原下大利線の用地取得費

が土地収用法の裁決に伴い、増額補正要求されて

いるが、収用の時期、面積などは

Ａ　収用の裁決があったのは、平成 30年 4月 23 日
で、収用の期限は、平成 30 年 10 月 21 日。土地は、
２筆で面積は、実測で 179.88 ㎡。

Ｑ　財産管理費の1931万 9000円の内容は

Ａ　福岡県と本市で県婦人寮跡地の県有財産の管理
委託契約を平成 30年 4月１日から平成 32年 3月 31
日まで締結している。管理委託料は無料であるが、
有効活用するため、
大野城心のふるさと
館などへの来場者用
バスの乗降場や駐輪
場として暫定整備を
図るもの。

都 市 環 境 委 員 会

▲市役所南側にある県婦人寮跡地
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一般質問 ～ これからの大野城を問う ～
注：★がついている内容を掲載しています。なお、各議員の最後にあるＱＲコードから映像を見ることができます。
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条
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大
野
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ラ
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す
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る
。
児
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ア
の

方
々
に
よ
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児
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の
見
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入
自
治
体
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必
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性
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学
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ス
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ム
の
導
入

▲映像はこちら

平井信太郎
大野城環境処理センター内既設最終
処分場の有効利用について
青少年育成事業の活性化について

大塚　みどり 子育て世代のニーズに応える市の運営
について

井福　大昌 必ずやってくる危機「少子化・人口減少」
時代の到来についてどう考えるか

清水　純子
2018 年６月 15 日施行される「住宅宿
泊事業法」通称「民泊新法」について
気候変動適応策としての住宅窓の複層
ガラスなどへの改修促進について

河村　康之 小中学校における「福祉教育」と「ボ
ランティア活動」について

松田美由紀
子どもの体力向上・運動・スポーツ活
動の推進と体づくりのための食事・栄
養について

森　　和也 通学路の安全確保について
トイレについて

髙山やす子

住居表示案内板の撤去状況について
公共施設に設置されている避難場所、
避難所の看板について
マナーアップ啓発看板について
大野城市内の企業との緑化協定について

政治分野における男女共同参画の推進
について
子どもの安全の為に小学校教職員に対
する子どもへの暴力防止 (CAP)プログ
ラムの研修を

田中　健一 第６次大野城市総合計画について

松下　真一 市内の中小零細企業振興策について

松﨑百合子

森　
　
　

和　

也

▲「児童見守りシステム導入の手引書」から
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▲映像はこちら

▲映像はこちら

現
在
、
企
業
と
の
緑
化
協
定
に
よ
り

設
置
さ
れ
た
緑
地
の
整
備
を
さ
れ
て

い
る
が
、
一
部
に
は
、
整
備
さ
れ
ず

に
放
置
さ
れ
て
い
る
所
も
あ
る
。
緑

化
協
定
上
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か

緑
化
協
定
を
結
ん
で
い
る
件
数
は
、

平
成
29
年
度
末
で
７
４
０
件
。

協
定
の
期
間
は
、
大
野
城
市
の
み
ど

り
を
守
り
育
て
る
条
例
に
基
づ
き
、

10
年
間
と
し
て
お
り
、
10
年
を
経
過

し
た
後
は
自
動
更
新
と
な
る
。

市
と
し
て
は
、
緑
地
が
適
正
に
管
理

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
課
題
と
し
て

認
識
し
て
お
り
、
今
後
は
条
例
を
遵

守
し
て
も
ら
う
た
め
、
緑
化
協
定
書

に
緑
地
を
適
正
に
管
理
し
て
も
ら
う

項
目
を
明
記
す
る
な
ど
の
対
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

企
業
へ
の
花
苗
や
種
の
配
布
は
さ
れ

て
い
る
か

企
業
へ
の
花
苗
や
種
の
配
布
は
し
て

い
な
い
が
、
大
野
城
市
の
み
ど
り
を

守
り
育
て
る
条
例
で
は
「
予
算
の
範

囲
内
で
苗
木
の
無
償
配
布
及
び
必
要

な
助
成
が
で
き
る
」
と
い
う
規
定
が

あ
り
、
配
布
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

答答 問問

答 問
し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
申
請
が
な
く
、

実
際
に
は
配
布
し
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。

今
後
の
計
画
は

今
後
は
緑
化
協
定
を
締
結
し
て
い
る

緑
地
の
管
理
状
況
の
調
査
や
適
正
管

理
の
た
め
の
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布
す

る
な
ど
、
適
正
管
理
に
努
め
た
い
考

え
で
あ
る
。

大
野
城
市
内
の

　
　

企
業
と
の
緑
化
協
定
に
つ
い
て

大
野
城
市
内
の

　
　

企
業
と
の
緑
化
協
定
に
つ
い
て

大
野
城
ト
レ
イ
ル
の
整
備
に
お
い

て
、御
笠
川
に
人
道
橋
を
設
置
す
べ

き
で
は
な
い
か

大
野
城
ト
レ
イ
ル
基
本
計
画
で
は
、

御
笠
川
に
人
道
橋
の
整
備
や
親
水
広

場
を
設
け
て
飛
び
石
を
整
備
す
る
な

ど
、
い
く
つ
か
の
構
想
が
示
さ
れ
て

い
る
。
県
が
進
め
る
御
笠
川
河
川
改

修
の
計
画
策
定
時
期
に
合
わ
せ
て
、

太
宰
府
市
と
構
想
の
実
現
に
向
け
た

協
議
を
進
め
て
い
く
。

九
州
大
学
大
学
院
や
企
業
な
ど
と

の
産
学
官
の
連
携
を
強
力
に
推
進

し
、文
教
都
市
を
目
指
す
べ
き
で
は

な
い
か

本
市
は
こ
れ
ま
で
に
も
、
九
州
大
学

分
権
型
社
会
論
ゼ
ミ
と
共
同
で
、
大

野
城
市
官
学
連
携
共
同
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
官
学

連
携
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

今
後
も
、
行
政
課
題
や
地
域
課
題
に

効
果
的
・
効
率
的
に
対
応
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
大
学
や
企
業
な
ど
と
の

連
携
を
検
討
し
て
い
く
。

都
市
間
の
広
域
連
携
を
、さ
ら
に
推

進
す
べ
き
で
は
な
い
か

答答 問問問

答
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
将
来
の
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
を
見
据
え
て
、

今
の
安
ら
ぎ
を
次
の
世
代
に
つ
な
い

で
い
く
こ
と
と
、
新
た
な
ま
ち
の
姿

に
ふ
さ
わ
し
い
に
ぎ
わ
い
の
創
出
は
、

重
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
実
現
に
当
っ
て
は
、
福
岡
都
市

圏
や
筑
紫
地
区
に
お
け
る
共
通
の
課

題
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

る
ほ
か
、
相
互
の
連
携
や
新
た
な
活

力
の
創
出
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
お
い
て
都
市
間
の
広
域
連
携
の
検

討
を
進
め
て
い
く
。

第
６
次
大
野
城
市
総
合
計
画

　
　

に
つ
い
て

第
６
次
大
野
城
市
総
合
計
画

　
　

に
つ
い
て

田　

中　

健　

一

髙　

山　

や
す
子

▲九州大学大学院キャンパス周辺

▲きれいに整備された花壇
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政
治
、地
域
の

　
　

意
思
決
定
へ
女
性
の
平
等
参
画
を

政
治
、地
域
の

　
　

意
思
決
定
へ
女
性
の
平
等
参
画
を
松　

﨑　

百
合
子

政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

の
推
進
に
関
す
る
法
律
が
成
立
、
公

布
さ
れ
た
。
市
の
所
見
は

我
が
国
に
お
け
る
女
性
の
社
会
参
画
、

特
に
政
治
経
済
の
分
野
で
の
女
性
の

進
出
は
世
界
的
に
見
て
も
遅
れ
て
い

る
現
状
に
あ
り
、
そ
の
対
策
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
本
法
の
施
行
に
よ

り
、
男
女
が
政
治
的
な
意
思
決
定
過

程
に
積
極
的
に
参
加
し
、
共
に
責
任

を
担
う
と
と
も
に
多
様
な
意
思
が
政

治
や
社
会
の
施
策
や
方
針
決
定
に
反

映
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

第
２
条
「
基
本
原
則
」
は
、
各
選
挙

に
お
い
て
「
男
女
の
候
補
者
数
が
で

き
る
限
り
均
等
と
な
る
」
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
る
が

市
と
し
て
は
、
50
％
に
な
る
た
め
に

自
発
的
に
立
候
補
さ
れ
る
人
材
を
育

成
し
て
い
く
と
い
う
責
任
を
果
た
し

て
い
く
。

「
地
域
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
」
も

含
め
て
履
修
者
が
議
員
立
候
補
、
区

長
等
地
域
リ
ー
ダ
ー
へ
の
参
画
を
数

値
目
標
を
あ
げ
て
推
進
す
る
考
え
は

政
治
や
地
域
で
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

答答答 問問問

問問 答答
の
役
割
へ
の
参
画
を
後
押
し
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

法
の
「
多
様
な
国
民
の
意
見
が
的
確

に
反
映
さ
れ
る
た
め
」
若
者
や
子
育

て
世
代
、
ひ
と
り
親
、
障
が
い
の
あ

る
市
民
等
の
参
画
推
進
は

本
法
の
周
知
や
政
治
参
画
へ
の
啓
発

の
テ
ー
マ
な
ど
も
検
討
し
た
い
。

女
性
副
市
長
や
部
長
の
登
用
を
含
め

て
、
市
長
の
考
え
は

第
４
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
で

も
、
男
女
平
等
に
基
づ
く
職
務
分
担

の
実
施
を
掲
げ
目
指
し
て
い
る
。

▲映像はこちら

▲映像はこちら

全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣

等
調
査
結
果
に
つ
い
て

本
市
小
学
校
５
年
生
の
調
査
結
果
は
、

男
女
と
も
に
全
国
平
均
よ
り
若
干
高

く
、
福
岡
県
平
均
と
ほ
ぼ
同
様
で
、

中
学
校
２
年
生
は
、
男
女
と
も
に
全

国
平
均
と
福
岡
県
平
均
よ
り
も
若
干

低
い
結
果
だ
っ
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
ス
リ
ー
ト
輩
出
に

向
け
た
福
岡
県
タ
レ
ン
ト
発
掘
事
業

に
対
す
る
学
校
の
取
り
組
み
状
況
は

平
成
29
年
度
学
校
か
ら
の
申
し
込
み

状
況
は
、
小
学
校
は
８
校
、
中
学
校

は
２
校
で
あ
っ
た
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１

９
に
お
い
て
春
日
市
が
公
認
キ
ャ
ン

プ
地
と
し
て
内
定
さ
れ
た
。
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
国
際
交
流
事
業
等
の
調

査
・
研
究
や
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
調
査
・
研
究
は
さ
れ
た
か
、
ま
た

隣
接
自
治
体
と
し
て
の
連
携
は

今
年
１
月
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
大
会
旗
を
間
近

で
見
ら
れ
る
フ
ラ
ッ
グ
ツ
ア
ー
を
実

施
し
、
６
月
末
に
は
全
国
の
小
学
生

か
ら
選
ば
れ
た
東
京
２
０
２
０
大
会

答答答 問問問

マ
ス
コ
ッ
ト
フ
ラ
ッ
グ
を
、
市
内
の

各
小
学
校
で
展
示
す
る
予
定
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
関
係
機

関
が
主
催
す
る
研
修
会
や
講
演
会
等

に
参
加
し
て
情
報
収
集
を
行
い
な
が

ら
、
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１

９
に
お
い
て
、
春
日
市
が
公
認
キ
ャ

ン
プ
地
と
し
て
内
定
さ
れ
、
今
後
春

日
市
と
本
市
を
含
め
た
近
隣
自
治
体

と
の
連
携
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

子
ど
も
の
体
力
向
上
と

　
　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
向
け
て

子
ど
も
の
体
力
向
上
と

　
　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
向
け
て

松　

田　

美
由
紀



９

▲映像はこちら

▲映像はこちら

障
が
い
者
に
関
す
る
福
祉
教
育
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
を
行
っ
て

い
る
の
か

総
合
的
な
学
習
の
時
間
、
道
徳
の
時

間
、
人
権
教
育
等
を
中
心
に
実
施
。

例
え
ば
職
場
体
験
学
習
で
は
、
幼
稚

園
、
保
育
園
、
小
学
校
、
高
齢
者
支

援
施
設
、
障
が
い
者
支
援
施
設
で
体

験
学
習
を
行
い
、
障
が
い
が
あ
る
人

へ
の
配
慮
等
の
学
習
を
し
て
い
る
。

障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
を
学
校
の
授

業
に
取
り
入
れ
た
り
、
障
が
い
者
の

ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
学
校
に
派
遣
す
る

「
体
験
交
流
事
業
」
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
が
、
本
市
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か

本
年
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
推
進
調

査
研
究
事
業
の
指
定
を
「
御
笠
の
森

小
学
校
」
が
受
け
て
お
り
、
こ
の
事

業
に
基
づ
き
本
市
の
全
小
中
学
校
に

情
報
発
信
を
し
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ

ば
そ
う
い
う
教
育
を
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
障
が
い
者
の

答答 問問問

答
イ
ベ
ン
ト
等
に
、
子
ど
も
達
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
積
極
的
に
参
加
す

る
こ
と
も
福
祉
教
育
で
は
な
い
か

子
ど
も
た
ち
が
今
の
自
分
に
で
き
る

こ
と
は
何
か
を
考
え
、
実
際
に
行
動

す
る
こ
と
は
、
非
常
に
大
切
な
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
第
一
歩
と
し
て
、
ま

ず
は
障
が
い
者
と
接
す
る
機
会
を
増

や
す
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
今
後
は

学
校
へ
障
が
い
者
の
イ
ベ
ン
ト
等
へ

の
参
加
の
呼
び
か
け
を
行
う
こ
と
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
教
育
を
通
し
、

　
　

子
供
達
へ
社
会
活
動
の
推
進
を

福
祉
教
育
を
通
し
、

　
　

子
供
達
へ
社
会
活
動
の
推
進
を

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
に
つ
い

て
、基
本
的
施
策
は
何
が
あ
る
か

小
規
模
企
業
の
振
興
施
策
が
国
内
に

お
い
て
効
果
的
か
つ
、
効
率
的
に
実

施
さ
れ
る
よ
う
、
国
と
地
方
自
治
体
、

中
小
企
業
に
関
す
る
団
体
等
が
相
互

連
携
に
努
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

各
自
治
体
は
状
況
に
応
じ
た
施
策
を

策
定
、
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
本
市
で
は
新
た
に
取
り
組
ん

だ
施
策
は
な
い
。

福
岡
県
中
小
企
業
振
興
基
本
計
画

に
つ
い
て
、検
証
報
告
は
さ
れ
て
い

る
か

福
岡
県
は
平
成
27
年
10
月
に
中
小
企

業
振
興
条
例
を
策
定
し
、
翌
年
か
ら

中
小
企
業
の
動
向
や
振
興
に
関
す
る

施
策
の
実
施
状
況
を
、
年
次
報
告
と

し
て
公
表
し
て
い
る
が
、
本
市
で
は

報
告
に
基
づ
い
た
施
策
の
計
画
立
案

は
行
っ
て
い
な
い
。

大
野
城
市
も
市
の
振
興
条
例
制
定

を
考
え
て
い
る
か

県
全
体
で
は
中
小
企
業
振
興
に
向
け

て
関
係
者
が
連
携
、
協
力
し
て
推
進

し
て
い
る
。
し
か
し
筑
紫
地
区
で
は

答答答 問問問

問答問答
中
小
企
業
振
興
条
例
を
制
定
し
て
い

る
自
治
体
は
無
い
の
で
、
今
後
、
調

査
研
究
を
行
う
。

本
市
の
後
継
者
承
継
支
援
型
施
策

は
何
が
あ
る
か

現
在
、
後
継
者
承
継
支
援
型
施
策
は

実
施
し
て
い
な
い
が
、
県
の
事
業
承

継
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
画
や
市
商

工
会
と
の
連
携
は
行
っ
て
い
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
型
の

事
業
者
支
援
策
の
創
設
の
考
え
は

県
下
の
自
治
体
で
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
が
増
え
て
い
る
認
識
は
あ

る
が
、
本
市
で
は
考
え
て
い
な
い
。

市
内
の
中
小
零
細
企
業
振
興
策

　
　

に
つ
い
て

市
内
の
中
小
零
細
企
業
振
興
策

　
　

に
つ
い
て

河　

村　

康　

之

松　

下　

真　

一
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福
岡
県
は
平
成
28
年
３
月
に
、
新
生

児
聴
覚
検
査
の
実
施
を
促
す
通
知
を

発
出
し
て
い
る
。
通
知
の
内
容
に
つ

い
て
説
明
を

市
町
村
は
母
子
健
康
手
帳
を
活
用
し

て
受
診
状
況
を
確
認
、
検
査
の
受
診

勧
奨
を
行
う
こ
と
、
要
支
援
児
と
そ

の
保
護
者
に
対
す
る
適
切
な
指
導
援

助
を
行
う
こ
と
、
検
査
に
係
る
費
用

に
つ
い
て
公
費
負
担
を
行
い
、
受
診

者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ

と
、
検
査
の
目
的
や
方
法
等
に
つ
い

て
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
、
住
民
に

検
査
に
つ
い
て
の
普
及
啓
発
を
行
う

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

取
り
組
み
状
況
と
課
題
は

受
診
状
況
や
結
果
を
確
認
し
、
要
支

援
児
と
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
必
要

な
療
育
機
関
、
相
談
機
関
を
紹
介
す

る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
29
年
度
か
ら
は
、
検
査
の
未
実

施
者
に
は
、
電
話
な
ど
で
検
査
実
施

の
医
療
機
関
を
紹
介
、
受
診
の
勧
奨

に
努
め
て
い
る
。
検
査
実
施
率
は
９

１
・
２
％
、
実
施
率
向
上
の
周
知
の

啓
発
が
課
題
で
あ
る
。

答答 問問

問答
新
生
児
の
１
０
０
０
人
に
１
人
か
ら

２
人
は
難
聴
な
ど
の
聴
覚
障
が
い
が

あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
早
期
発

見
、
早
期
療
育
に
よ
り
普
通
学
級
に

通
う
こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
も
い
る
。

新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
は
医
療
機
関

に
よ
っ
て
異
な
る
が
、自
治
体
に
よ
っ

て
は
検
査
費
用
を
助
成
し
て
い
る
。

助
成
の
検
討
は

ま
ず
は
聴
覚
検
査
の
重
要
性
に
つ
き

周
知
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
、
近
隣
市

な
ど
の
状
況
、
各
医
院
の
検
査
の
実

施
状
況
や
検
査
費
用
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

新
生
児
聴
覚
検
査
受
診
率

　
　

１
０
０
％
に
向
け
、助
成
を　

新
生
児
聴
覚
検
査
受
診
率

　
　

１
０
０
％
に
向
け
、助
成
を　

▲映像はこちら

▲映像はこちら

大
野
城
環
境
処
理
セ
ン
タ
ー
既
設
最

終
処
分
場
の
環
境
測
定
結
果
は

環
境
測
定
結
果
は
、
国
が
定
め
る
環

境
基
準
内
で
問
題
が
な
く
、
７
年
半

が
経
過
し
て
い
る
。

環
境
測
定
費
用
は
い
く
ら
か

環
境
測
定
に
関
わ
る
費
用
は
、
年
間

３
５
０
万
円
で
あ
る
。

環
境
的
に
は
問
題
が
な
い
の
で
安
全

宣
言
を
出
す
べ
き
で
は
な
い
か

今
後
も
周
辺
住
民
の
安
全
・
安
心
の

た
め
環
境
測
定
を
継
続
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

最
終
処
分
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
１
７

０
０
０
㎡
（
約
５
１
５
０
坪
）
ヤ
フ

オ
ク
ド
ー
ム
の
１
・
４
２
倍
も
あ
る

広
い
土
地
で
あ
る
。
こ
れ
を
市
民
の

た
め
に
有
効
利
用
で
き
な
い
か

利
用
に
つ
い
て
は
、「
牛
頸
ふ
れ
あ
い

広
場
使
用
に
関
す
る
運
営
要
綱
」
に

基
づ
き
利
用
許
可
を
行
っ
て
い
る
。

大
野
城
市
民
で
あ
れ
ば
利
用
可
能
で

あ
る
。

今
後
は
ス
ポ
ー
ツ
関
連
団
体
等
の
意

答答 問問答 問答 問問

問 答答
向
を
踏
ま
え
て
、
市
民
が
使
い
や
す

い
運
動
公
園
等
の
計
画
は

各
種
団
体
等
の
意
見
、
意
向
を
踏
ま

え
市
民
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
跡
地

計
画
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

将
来
を
見
据
え
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ

施
設
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は

跡
地
利
用
計
画
策
定
の
中
で
、
関
係

者
の
皆
さ
ん
と
今
後
十
分
に
協
議
を

進
め
た
い
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体

的
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
い
、
健
康

で
活
力
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
な
施
設
づ
く
り
を
心
掛

け
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
更
な

る
活
性
化
に
努
め
て
い
く
。

皆
さ
ん
ご
存
知
で
す
か
？

　
　

広
い
土
地
が
あ
る
こ
と
を
！

皆
さ
ん
ご
存
知
で
す
か
？

　
　

広
い
土
地
が
あ
る
こ
と
を
！

▲大野城環境処理センター
　既設最終処分場跡地
　17000㎡（約 5150 坪）

平　

井　

信
太
郎

大　

塚　

み
ど
り
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▲映像はこちら

▲映像はこちら

本
市
の
将
来
人
口
予
測
に
よ
る
と
12

年
後
か
ら
人
口
が
減
少
に
転
じ
る
と

の
こ
と
だ
が
、
そ
の
場
合
、
生
産
人

口
が
減
り
、
税
収
が
減
る
が
、
社
会

福
祉
費
だ
け
は
増
大
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
本
市
の
市
内
総
生
産
・
経

済
指
標
、
財
政
力
指
数
な
ど
が
悪
化

に
転
じ
る
時
期
や
公
共
施
設
の
統
廃

合
な
ど
の
予
測
は

生
産
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
税
収
は

減
少
し
、
財
政
状
況
は
厳
し
く
な
る
。

時
期
の
予
測
は
難
し
い
が
、
戦
略
的

運
営
で
健
全
化
を
維
持
し
て
い
き
た

い
。
施
設
の
統
廃
合
は
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。

三
世
代
同
居
・
近
居
は
、
出
生
率
が

上
が
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
、
現

在
、
国
や
県
も
三
世
代
同
居
の
推
進

と
補
助
金
の
支
援
を
し
て
い
る
。
本

市
の
実
績
や
考
え
は
。
ま
た
、
県
の

補
助
金
制
度
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
で
き
な
い
か

補
助
金
は
、
実
施
し
て
い
な
い
が
、

社
会
情
勢
を
注
視
し
な
が
ら
、
研
究

し
て
い
く
。
ま
た
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
、
県
の
補
助
制
度
を
掲
載
す

る
。

答答 問問

答 問
全
国
で
は
人
口
減
少
に
よ
り
公
共
施

設
を
削
減
し
た
り
、
す
で
に
出
生
率

０
に
な
っ
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。

12
年
後
か
ら
人
口
が
減
り
出
す
本
市

も
今
か
ら
方
策
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か

公
共
施
設
の
最
適
管
理
や
長
寿
命
化

を
30
年
計
画
で
進
め
て
い
る
ほ
か
、

出
生
率
を
高
め
て
い
く
子
育
て
支
援

の
充
実
し
た
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
次
の
世
代
に
負
担
や
責
任
を

先
送
り
に
し
な
い
市
政
運
営
を
進
め

て
い
く
。

必
ず
や
っ
て
く
る
危
機　

　
　

少
子
化
・
人
口
減
少
問
題

必
ず
や
っ
て
く
る
危
機　

　
　

少
子
化
・
人
口
減
少
問
題

県
知
事
に
届
け
出
れ
ば
、住
宅
の
空

き
部
屋
な
ど
に
有
料
で
人
を
泊
め

る
こ
と
が
で
き
る
民
泊
は
、3
月
15

日
か
ら
事
業
者
の
届
け
出
が
始

ま
っ
た
が
、現
在
の
福
岡
県
・
福
岡

市
・
大
野
城
市
・
太
宰
府
市
・
筑
紫
野

市
・
春
日
市
等
の
届
け
事
業
者
数
は

県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
5
月
11
日

現
在
、福
岡
県
全
体
で
25
件
、そ
の
内
、

福
岡
市
14
件
、
糸
島
市
3
件
な
ど
、

本
市
を
含
む
筑
紫
地
区
は
届
け
出
が

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

大
野
城
市
の
今
後
の
予
測
は

福
岡
市
や
太
宰
府
市
な
ど
観
光
地
の

あ
る
自
治
体
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
届
け
出
が
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
の
で
、
住
宅
宿
泊
事
業
者

に
係
る
届
け
出
の
窓
口
や
指
導
監
督

を
行
う
県
か
ら
、
届
け
出
状
況
の
情

報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

各
地
で
犯
罪
や
ご
み
出
し
の
問
題
、

騒
音
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
。都

道
府
県
な
ど
１
４
４
自
治
体
は
条

例
を
制
定
し
て
い
る
が
、福
岡
県
は

条
例
を
制
定
し
て
い
な
い
。市
と
し

て
の
見
解
は

答答 問問問

問 答答
近
隣
自
治
体
が
情
報
を
共
有
し
、
連

携
す
る
こ
と
で
、
県
へ
の
要
望
や
迅

速
か
つ
円
滑
な
対
応
が
で
き
る
体
制

づ
く
り
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

市
と
し
て
、
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、

近
隣
市
と
も
連
携
を
図
り
、
必
要
に

応
じ
て
、
県
へ
条
例
制
定
に
つ
い
て

も
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

民
泊
施
設
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る

が
、何
ら
か
の
指
導
が
必
要
。市
と

し
て
の
見
解
は

県
が
責
任
持
っ
て
指
導
を
行
う
が
、

苦
情
は
市
に
直
接
く
る
の
で
事
前
に

防
止
で
き
る
よ
う
県
に
要
請
す
る
。

無
届
け
営
業
の

　
　

罰
金
1
0
0
万
円
・
ヤ
ミ
民
泊

無
届
け
営
業
の

　
　

罰
金
1
0
0
万
円
・
ヤ
ミ
民
泊

井　

福　

大　

昌

　

清　

水　

純　

子

２
０
４
２
年

２
０
４
０
年

２
０
３
９
年 ２

０
３
３
年

２
０
２
７
年

２
０
２
４
年 ２

０
２
０
年
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●お中元や
　お歳暮

贈ってもダメ！ 求めてもダメ！

●寄附

　公職選挙法では、議員や後援会が選挙区内の人に
お金やものを贈ることは禁止されています。また、有権者
が求めることも禁止されています。
　みなさまの、ご理解・ご協力をお願い致します。

残暑お見舞い申し上げます

●暑中お見舞いや年賀状
　などのあいさつ状
　（自筆の答礼は除く）

●地域の催物などへの
　寸志や飲食物の差入れ

視
察
来
庁 

徳
島
県
阿
南
市

５
月
18
日

わ
く
わ
く
パ
ビ
リ
オ
ン
に

つ
い
て

宮
城
県
大
和
町

６
月
27
日

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て

山
形
県
鶴
岡
市

７
月
９
日

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

福
岡
県

８
月
２
日

留
守
家
庭
児
童
保
育
所
に

つ
い
て

香
川
県
善
通
寺
市

８
月
８
日

子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

大
阪
府
柏
原
市

北
海
道
江
別
市

群
馬
県
伊
勢
崎
市

福
島
県
相
馬
市

愛
知
県
稲
沢
市

５
月
23
日

７
月
２
日

12
日

13
日

19
日

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
窓
口
に

つ
い
て

◆ 

議
会
の
動
き 

◆

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

（
東
京
都
）

本
会
議（
初
日
）

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

予
算
委
員
会

シ
ビ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
構
想

調
査
特
別
委
員
会

本
会
議（
２
日
目
、質
疑
、付
託
）

シ
ビ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
構
想

調
査
特
別
委
員
会

総
務
企
画
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

都
市
環
境
委
員
会

予
算
委
員
会

本
会
議（
３
日
目
、一
般
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
４
日
目
、一
般
質
問
）

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
つ
く
る

調
査
特
別
委
員
会

本
会
議（
最
終
日
）

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

会
派
代
表
者
会
議

福
岡
都
市
圏
議
長
会
総
会（
福
岡
市
）

５
月
25
日

　30
日

　

６
月
１
日

　
　
　７

日
　　８

日
　11

日
12
日

13
日

14
日　

18
日

　

７
月
６
日

18
日
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議会だよりでは、みなさんからいただいた作品を紹介します。

●募集作品

　　　　・俳句　　・川柳　　　・短歌　　・写真

●応募方法

　　　　住所、氏名、電話番号を記入して、議会事務局「議会だより作品募集」係

　　　　へ郵送または直接窓口へ(〒816－8510　大野城市曙町二丁目２番１号

　　　　℡．580－1938)

●注意事項

　　　　・未発表のものに限ります

　　　　・人物の写真については、掲載の了解を得てください

　　　　・提出された作品は、返却しません

　　　　・ペンネームでも可とします

　　　　・採用された作品は、平成30年11月15日号に掲載予定です

～作品掲載希望者募集～～作品掲載希望者募集～

○
平
成
に
咲
い
た
桔
梗
よ　

紫
綬
褒
章

○
手
に
受
け
る
ほ
ど
の
幸
せ
花
南
天

○
初
夏
の
空
飛
行
機
雲
に
夢
語
り

作　

品　

紹　

介

俳　

句

○
木
漏
れ
日
の
小
道
を
ひ
と
り
歩
く
と
き
わ
れ
の
不
機
嫌

　

ほ
ど
け
ゆ
く
な
り

○
広
報
も
議
会
だ
よ
り
も
身
近
な
り
隅
か
ら
隅
ま
で

　

ズ
ズ
ズ
ー
イ
と
読
み
て

短　

歌

○
齢
を
食
み
楽
し
い
こ
と
も
く
た
び
れ
る

○
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
持
っ
た
青
春
歌

（
乙
金
台
・
泉　

満
夫
さ
ん
）

（
大
城
・
す
っ
ぴ
ん
の 

昭
さ
ん
）

（
緑
ヶ
丘
・
平
井
静
代
さ
ん
）

（
若
草
・
高
名　

稔
さ
ん
）

（
緑
ヶ
丘
・
平
井
静
代
さ
ん
）

（
大
城
・
す
っ
ぴ
ん
の 

昭
さ
ん
）

（
緑
ヶ
丘
・
平
井
静
代
さ
ん
）

川　

柳
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戦
後
73
年
の
「
慰
霊
の
日
」・
６
月

23
日
。
浦
添
市
立
港
川
中
学
３
年
生

の
相
良
倫
子
（
さ
が
ら　

り
ん
こ
）

さ
ん
は
、
平
和
の
詩
「
生
き
る
」
を

朗
読
。
感
銘
し
た
私
は
、
青
少
年
の

成
長
に
万
雷
の
拍
手
を
送
っ
た
。

　
「
戦
争
も
平
和
も
人
間
で
決
ま
る
。

教
育
が
一
番
大
事
だ
。」
８
月
15
日
、

終
戦
記
念
日
を
迎
え
る
度
に
、
長
崎

県
人
の
父
が
語
っ
て
い
た
。
原
爆
が

投
下
さ
れ
た
長
崎
県
民
は
、「
長
崎
を

核
攻
撃
を
受
け
た
最
後
の
都
市
に
す

る
使
命
が
あ
る
の
だ
」
と
も
熱
く
訴

え
て
い
た
。

　

相
良
さ
ん
の
魂
の
声
に
、「
反
戦
・

平
和
の
心
」
を
継
承
し
て
い
こ
う
と

改
め
て
誓
う
こ
と
が
で
き
た
。

（
大
塚　

み
ど
り
）

全国市議会議長会表彰
受賞報告

　５月30日に開催された、第94回全国市議会議長会定期総会において、
永年勤続表彰を受けました。

松﨑　正和
〔25年表彰〕

清水　純子
〔20年表彰〕

松下　真一
〔15年表彰〕

～初の試み「中学生模擬議会」～
みなさん傍聴に来てください

平成30年８月23日（木）午後1時30分より
中学生が議員役で質問し、市議会議員が執行部役となり、回答します。

日　時

大野城市役所　本会議場（傍聴席入口は5階です。）場　所

大野城市議会事務局　電話580-1938お問い合わせ


